




 

  



講評 

 1 は小問集合。(1)～(4)は典型問題なので確実に得点したい。(5)に戸惑った受験生も多かったことと思われるが、

よく考えることができれば、それほど難しくはない。 

 2 は複素数平面。(1)(2)は基本問題で落とせない。(3)(4)がどこまでできたかで差がついたものと思われる。 

 3 は部分分数分解を用いた数列の輪を求める問題。(1)～(3)は完答したい。例年よりはやや易化。 

合格の基準となる点数については、 1 の(1)～(4)、 2 と 3 の前半を完答とすれば、6 割～6 割 5 分程度になると

思われる。 


